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子どもと子育て家庭の生活実態調査の集計・分析 

 

（１）アンケート調査の枠組み、分析のイメージ 

 

 ①アンケート調査における「生活困難」について 

  東京都が、平成 28 年度に実施した「子供の生活実態調査」では、「子どもの貧困」の状態を、

世帯所得だけでなく、家計の逼迫や子どもの体験、所有物の欠如といった様々な要因により、「生

活困難」の状況にあると考えられる世帯を把握し、分析を行っている（図表１）。 

  子どもの育ちに負の影響を与える要因や、子どもの権利の剥奪の状況を多面的に捉えることが

でき、他自治体と比較することが可能であるため、本調査では東京都の「生活困難」の分類によ

る分析を参考に調査票を設計している。 

 

【図表１ 東京都子供の生活実態調査における「生活困難」の把握方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非生活困難層（生活困難の要素に１つも該当しない層）

②家計の逼迫

①低所得
（世帯人数を勘案）

③子どもの
体験や所有物
の欠如

３要素に一つでも該当
生活困難層

①低所得
世帯人数で調整された世帯の所得が基準未満の
世帯。基準は、東京都調査（135.3万円）を採用

②家計の逼迫
経済的な理由で、公共料金や家賃を支払えなかっ
た経験、食料・衣服を買えなかった経験等7項目の
うち、1つ以上該当

③子どもの体験や所有物の欠如
子どもの体験や所有物に関する15項目のうち、経
済的な理由で、欠如している項目が3つ以上該当
○体験の要素：海水浴、博物館等、キャンプ等、スポー
ツ観戦・劇場、遊園地等、習い事・学習塾、誕生日・クリ
スマスプレゼント・お年玉、家族旅行、

○所有物の要素：おこづかい、服や靴、年齢に合った
本、スポーツ用品・おもちゃ、自宅で宿題ができる環境
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 ②集計・分析の観点 

  調査の集計・分析では、「生活困難」の定義に該当する子どもや保護者について、次に挙げた

観点を中心に、多面的に生活状況、学習状況、社会的孤立等の状況を分析する。 
 

○ 市内の子どもがいる世帯のうち、子どもの自立や権利の視点を踏まえた「生活困難」

の状態にあると考えられるのはどれくらいの割合でいるのか 

○ 「生活困難」の状態にあると考えられる世帯の保護者・子どもは、生活の状況、学

習の状況、健康状態、人間関係、自己肯定感等の各方面でどのような課題を抱えて

いる（抱えやすい）のか 

○ 保護者が抱えている課題等は子どもの生活状況等にどのように影響するか（いわゆ

る「貧困の連鎖」「困難の連鎖」はどのような形で生じているのか） 

○ 「生活困難」の状態にあると考えられる世帯の保護者・子どもなど、子どもがいる

世帯ではどのような支援が必要とされているか（また、実際にどのような支援等が

利用されているか） 

 

【図表２ 分析の視点と、保護者調査票・子ども調査票の関係性】 
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